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ｘエリクソン(Erikson.E.H)はIdentity and the Life Cycle(1980)の中で青年期特有の「危険」として「アイ
　デンティティ拡散 identity diffusion」を挙げている。
xi 永井他（2008）も指摘したように，日本の若者像は段階を追って歴史的に変化している。「日本の青
　年はどう変わったか」（p.174-179）参照。
xii ドイツの社会学者ウルリヒ・ベック(Beck,Ulrich)がRISIKOGESELLSCHAFT（『危険社会』）の中で
　明らかにした概念である。
xiii ケネス・Ｊ・ガーゲン『あなたへの社会構成主義』（ナカニシヤ出版2005）
xivメジロー（1991）は，成人教育にたずさわる指導者たちに向けて，成人教育の学習理論を示すことを
　目的として書かれた著書の中で，成人学習者が発達過程の中で出会う「変容」にまつわる理論を示して
　いる。成人学習者は，青年期までとは異なる「パースペクティブ変容」の経験を通じて，学習によって
　大きく変わりうる可能性を秘めているが，それを妨げるものがこの「ゆがみdistortion」であるという。
xv「協調学習collaborative learning」とは，「仲間と共有した学習目標を達成するためにペアもしくは小
　グループで一緒に学ぶ」学習法である（バークレイ，クロス，メジャー, 2005, p.5）。
xvi ロジャーズは，授業者として学習者と接する姿勢にも，カウンセリングにおけるカウンセラーとクラ
　イエントの関係に匹敵するような受容的かつ対話的な関係を求めたが，そのような授業者をファシリテ
　ーター(facilitator)と名づけ，従来の教師の役割の見直しを提案している。ここで「ファシリテーター」
　とは，このロジャーズの定義によるものである。彼は教育の目的を「変化と学習を促進すること」に見
　出す必要があることを明示した上で，「意味のある学習の促進は，ファシリテーターと学習者の間の　
　人格的な関係に存在するある種の態度上の特質にかかっている」と述べる(ロジャーズ，フライバーグ
　1994，p.216)。その上でファシリテーターに必要な本質的な態度として，第一に「真実性realness」と
　「純粋性genuineness」を挙げている（同p.217）。「対面や仮面を取り払って，学習者と関わる」「生
　徒にとってひとりの人間」として，「ある種のきちんとした教育の方に合わせ」ることをせずに「真実
　にかつオープンにありのままでいる」ことが，子どもたちの成長を促進するという（同p.218）。
